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日本におけるVMwareの歩み

データセンターから
クラウド、クラウド

からエッジへマルチクラウド
ハイブリッドクラウド

Software-Defined 
Data Center

Software-Defined Data Center

仮想
インフラストラクチャ

vSphere

サーバ
仮想化

ESX Server ESX Server
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VMware のビジョン

VMware Cloud on AWS

VMware SD-WAN by VeloCloud
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VMware のビジョン
データセンターからマルチクラウドへ
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一貫性のあるアーキテクチャ (Software-Defined Data Center)

包括的なセキュリティ

一貫性のある運用管理

プライベート クラウド

VMware のアプローチ
一貫性のあるアーキテクチャ、一貫性のある運用管理

VMware Cloud on AWS
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ソフトウェアによる力 ＋一貫性のある接続性とセキュリティ
アプリケーションとデータの拡散に対して新しいアプローチが必要に

8

データセンター クラウド IOT / ブランチ

SaaS

PaaS IaaS

セキュリティとネットワークコントロール
をあらゆる分野に展開
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Virtual Cloud Network
Powered by VMware NSX
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End-to-
End の

ファブリック

すべてを
ソフトウェア

で実行

ビルドイン
された

セキュリティ
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データセンターからブランチやクラウドに至る End-to-End の一貫性

Virtual Cloud Network
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VMware のネットワークとセキュリティのビジョン
NSX 製品ファミリー

ネットワークとセキュリティのコントロール センター

AppDefense

ネットワーク仮想化プラットフォーム

Any Infrastructure Any Cloud Any Application Any Platform

クラウドベースの管理 ワークフローの自動化 ブループリント/テンプレート インサイト/検出 可視化

最新のアプリケーション セキュリティ

セキュリティ 連携 拡張性 自動化 柔軟性
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VMware Cloud on AWS
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VMware ソリューションの環境をワールド クラスの AWS クラウドへ拡張

VMware Cloud on AWS

Intrinsic Security & Lifecycle Automation

VMware Cloud Foundation

ネットワークコンピューティング ストレージ

自動化と運用

VMware Cloud Foundation

ネットワークコンピューティング ストレージ

自動化と運用

vCenter

AWS サービス

…

AWS のグローバル インフラお客様のデータセンター

VMware Cloud™ on AWS

vRealize Suite、ISV Ecosystem

プライベート クラウド
AWS 上でクラウド
サービスとして提供される
高度な VMware SDDC

オンプレミス環境間の
一貫性とワークロードの
可搬性

AWS の強力な
ネイティブ サービスへの
ダイレクト アクセス



14©2018 VMware, Inc.

VMware Cloud on AWS の特徴
3 つの優位点

オンプレと共通のコンソール1 vCenter Server による運用で新たな管理は不要

クラウド間の可搬性を確保2 クラウド間を変換なしで vSphere vMotion

容易なスケールアウト3 ホスト追加は 12 分でオンデマンド拡張可能
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1. 新たな運用スキルの習得が不要

2. 運用コンソールの一元化

3. オンプレ AD の認証を流用

VMC on AWS を拡張された

オンプレミスのデータセンター

として管理

概要

メリット

オンプレと共通のコンソール
vCenter Hybrid Linked Mode による一括管理

1

オンプレミス
(VC 6.０U3 以降)

VMware Cloud on AWS
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1. 基盤のバージョン差異を吸収

2. 帯域要件の緩和

3. レプリケーションによる事前移行

1000 VM 規模の

クラウドへのワークロード移行を

強力にサポート

概要

メリット

クラウド間の可搬性を確保
VMware Cloud Motion by VMware Hybrid Cloud Extension

2

ハイブリッドなインターコネクト

大規模に対応した
ライブマイグレーション

可搬性 セキュリティバージョン互換性

オンプレミス

vSphere 5.0 -

クラウド

VMware Cloud on AWS

*この機能は本番運用での品質を保証していないプレビュー版です。
全てのリージョンで提供していない可能性があります。
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1. 余剰リソースを排除

2. 災害対策サイトのコスト削減

3. VDI など利用負荷の変動する
システムへの柔軟性を確保

手動またはワークロードの負荷に
よって自動的にスケールアウト

ホストあたり平均 12 分の高速な
自動展開

概要

メリット

容易なスケールアウト
ホスト追加時の自動構成とVMware Elastic DRS

3

vSphere

オンプレミス

vSphere vSphere

必要リソース 必要リソース

余剰
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VMware Cloud on AWS の特徴
3 つの優位点

クラウド移行に伴う既存の投資を保護し、オンデマンドでリソースを提供

オンプレと共通のコンソール1

クラウド間の可搬性を確保2

容易なスケールアウト3

vCenter Server による運用で新たな管理は不要

クラウド間を変換なしで vSphere vMotion

ホスト追加は 12 分でオンデマンド拡張可能
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VMware SD-WAN by VeloCloud
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従来のネットワークでは、現在のエッジのサポートは困難

SaaS の利用拡大により
アプリケーションの実行速度が遅い

拠点ごとの設備投資コストは
200 万円 ～ 500 万円

専用線はブロードバンド回線と比較し
コストが 100 倍

導入に数か月かかる
トラブル時に現地対応が必要

支社数：
100 ～ 1,000

専用回線
（MPLS）

データセンター



21©2018 VMware, Inc.

VMware SD-WAN by VeloCloud 概要
SD-WAN オーバーレイ上でアプリケーションを経路制御

WAN の管理の簡素化
アプリケーションの
パフォーマンス確保

クラウドへの
アクセスの管理

完全に自動化された導入、簡素化された
運用、ワンクリックによるサービスの追加

パフォーマンス、信頼性、セキュリティを
備えた、クラウドへの直接アクセス

もっとも要求の厳しいアプリケーションに
対応する、トランスポートに依存しない
パフォーマンス、経済性に優れた帯域幅の
活用

拠点
エッジ

クラウド
ゲートウェイ

SaaS / IaaS

データセンター
エッジ

専用回線 LTE

ベストエフォート回線

SD-WAN オーケストレーター
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クラウドへの接続
各マーケットプレイスからのアプライアンス展開をサポート

Azure および AWS 環境へ

クラウド展開のフルサポート
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Azure への接続例
Azure vWANに接続するための3つの柔軟な方法

Azure Virtual WAN

Hub vNET A

Hub vNET B

Hub vNET C

Branch A

Branch B

Branch C

VeloCloud Edge

VeloCloud Edge

VeloCloud Edge

VeloCloud

Gateway

VeloCloud

Virtual Edge

• VeloCloudゲートウェイ経由

• VeloCloudバーチャルエッジ

• vNETハブへの直接接続
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アプリケーションのパフォーマンス確保
VMware SD-WAN by VeloCloud を使用したビデオ会議（2 % のパケット ロス）

従来VMware SD-WAN
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例：SaaS/データ パフォーマンス
WAN リンクを使用した Box ファイル転送（2 % のパケット ロス）

従来VMware SD-WAN

2 分 52 秒14 秒
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VMware SD-WAN by VeloCloud の特徴
3 つの優位点

安価な回線を併用し帯域増強1 安価な回線を同時利用しスループットを向上

アプリ識別による経路制御2 アプリケーションごとに経路制御・優先制御

WAN の集中管理と可視化3 オンサイト対応の排除と回線品質の常時監視
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1. バックアップ回線の有効利用

2. 利用帯域の増強

3. 海外拠点への通信品質改善

複数のトランスポート回線を１本
の WAN 回線として同時利用

アグリゲーション＆パケット毎の
リンク・ステアリング

概要

メリット

安価な回線を併用し帯域増強
リンクアグリゲーションと Dynamic Multi-Path Optimization

1

DC
拠点数

100 ～ 1000 

専用線 ✕ 2

DC拠点数
100 ～ 1000 

専用線 +
ブロードバンド + LTE
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1. DC 経由のトラフィックを抑制

2. セキュリティレベルに応じて
利用回線を選別

3. SaaS アプリケーションの通信
品質向上

アプリケーション識別エンジン
（DPI）により、事前設定された経
路を利用

アプリケーション特性に応じて利
用回線を切替え

概要

メリット

アプリケーション識別による経路制御
Deep Packet Inspection / Dynamic Per Packet Steering

2

専用線

1

動的 拠点間通信
(TV会議など)

2 特定トラフィックは
DC 経由

3 重要 SaaS アプリ

VCG

4 非クリティカルな通信は
拠点から直接解放

Internet

SaaS
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1. すべてのサイトのトラフィッ
クの送信元とアプリケーショ
ンの利用詳細を把握

2. 帯域幅とスループットをリア
ルタイムで確認可能

CLI 操作の習得は不要

拠点展開から日常運用まで包含

シングルポイントで企業ネット
ワーク一元管理

概要

メリット

WAN の集中管理と可視化
全ての操作は集中化されたマネージャーから統合管理

3

CLI

サイト全体の健全性 アプリ使用状況を把握回線品質を常時評価
1 2 3
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VMware SD-WAN by VeloCloud の特徴
3 つの優位点

管理を簡素化しアプリケーションに応じた適切なパフォーマンスを提供

安価な回線を併用し帯域増強1

アプリ識別による経路制御2

WAN の集中管理と可視化3

安価な回線を同時利用しスループットを向上

アプリケーションごとに経路制御・優先制御

オンサイト対応の排除と回線品質の常時監視
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まとめ

クラウド移行に伴う既存の投資を保護し、オンデマンドでリソースを提供

オンプレと共通のコンソール1

クラウド間の可搬性を確保2

容易なスケールアウト3

VMware Cloud on AWS

管理を簡素化しアプリケーションに応じた適切なパフォーマンスを提供

安価な回線を併用し帯域増強1

アプリ識別による経路制御2

WAN の集中管理と可視化3

VMware SD-WAN by
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ご静聴ありがとうございました


